
（別紙３）

～ 令和8年3月14日

（対象者数） 30 （回答者数）
29

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学年がバラバラな為、曜日ごとにレベルを揃えられると支援

が行いやすい。

2

保護者様や児童と密に話し合い課題を設定する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所以外の施設を借りるなどして地域や保護者様と

繋がれるようにする。

2

3

地域のつながりが弱い。

また保護者同士でのつながりがもてない。

施設の規模が小さく地域の方を招待して行う行事などが行えて

いない。

保護者様を呼べる規模でない。また保護者様の都合もあり

時間を設けることができない。

日々、個別トレーニングや集団活動プログラムを考え取り組ん

でいる。

児童それぞれの課題を分析し苦手と向き合ったりできることを

増やせるような個別トレーニングを行っている。

集団活動では5領域を見てバランス良く設定している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

10人という少人数の支援で集団活動ができる。 集団の中でも学年や能力により作業や理解がゆっくりな子も

いるが高学年の児童がフォローしてくれたり職員も個別にも目

が行き届く為、支援が行いやすい。

○事業所名 ふぁみりあ

○保護者評価実施期間
令和8年2月16日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年4月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


